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電気 を つく る 


電気 を つく る に は 
コイ ル (電線 を ぐる ぐる と 輪 の 形 に 巻い た も の ) 
永久 磁石 
を 人 準備 し ます 。 
磁石 を コイ ル に 近づけ た り 遠 ざけ た りす る (磁石 と コイ ル の 位置 
関係 が 相対 的 に 変化 する ) と コイ ル に 電流 が 流れ ます 。 
(参考 : レン ツ の 法則 、 フ ァ ラ デー の 電磁 誘導 の 法則 ) 


電池 の いら な い 懐 中 電灯 が 市 販 ミ され て いま す 。 こ れ は 懐中 電灯 を 
振る こと で 中 の 磁石 が 往復 運動 を し て 、 外 側 に 巻 か れ た コイ ル に 電 
流 が 流れ 、 こ れ を 蓄え て LED を 点灯 し て いま す 。 


この 方 法 で 発電 で きる 電気 の 量 は ほん の 少し で すし 、 磁 石 を 出し 
入れ (往復 運動 ) する 機械 を つく る の は 大 変 で す 。 


そこ で 、 実 用 的 な 発電 機 は 、 磁 石 を 回 転 き せ て 、 そ の 外側 に 巻 か 
れ た コイ ル か ら 電 気 を 取り 出す よう に し て いま す 。 こ の 磁石 に は 電 
磁石 を 用 い 、 磁 石 の 強 さ を 調整 で きる よう に し て いま す 。 


この 電磁 石 を 回 転 き せる た め に 、 水 の カカ や 風 の 力 を 利用 し ます 。 
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工業 用 水道 事業 





工業 用 水道 事業 の あら まし 


本 県 で は 、 県 勢 発展 計画 の 一 環 と し て 工業 の 振興 に よる 雇用 機会 の 拡大 と 県 民 所 得 の 
増大 を 図る た め 、 工 業 開発 に つい て は 、 全 県 に 波及 効果 が 及ぶ よう 、 内 陸 型 工業 地 常 の 
形成 に 取り 組ん で きま し た 。 

本 県 の 内 陸 工 業 地 帯 の ーー つ で ある 、 北 上 市 を 中 心 と し た 北上 中 部 地区 は 、 鉄 道 及び 道 
路 網 の 結節 点 で ある ほか 、 高 速 交 通 網 の 整備 に 伴い 、 都 市 化 、 工 業 化 が 進ん で いま す 。 

県 の 工業 用 水道 は 、 こ の 地域 の 工業 団地 の うち 、 北 上 工業 団地 、 岩 手中 部 (金ケ崎 ) 
工業 団地 及び 北上 南部 工業 団地 へ 工業 用 水 を 供給 する た め 計 画 さ れ 、 昭 和 53 年 度 か ら 北 
上 中 部 工業 用 水道 、 昭 和 55 年 度 か ら 第 二 北 上 中 部 工業 用 水道 の 給水 を 開始 し て いま す 。 

その 後 、 北 上 工業 団地 に 立地 する 企業 の 水 需要 の 増加 に 伴い 、 平 成 4 年 度 か ら 第 三 北 
上 中 部 工業 用 水道 の 給水 を 開始 し まし た 。 

平成 19 年 4 月 に 北上 中 部 工業 用 水道 と 第 三 北上 中 部 工業 用 水道 を 事業 統合 し 、 第 一 北 
上 中 部 工業 用 水道 と し て 給水 し 、 令 和 3 年 4 月 に は 第 一 北上 中 部 工業 用 水道 と 第 二 北 上 中 
部 工業 用 水道 事業 を 事業 統合 し 、 北 上 中 部 工業 用 水道 (第 一 浄水 場 、 第 二 浄 水 場 、 第 三 
浄水 場 ) と し て 給水 し て いま す 。 更 に 、 現 在 、 北 上 工業 団地 の 新た な 水 需要 に 対応 する 
た め 、 新 北上 浄水 場 の 整備 を 進め て いま す 。 

















フラ ン シ ス 水車 (柏台 発電 所 ) 





カプ ラン 水車 ( 四 十 四 田 発電 所 ) 



































水力 発電 の 出力 P は 、 流 量 Q と 落差 H の 積 ( 掛 算 ) に 比例 し ます 。[PececQxH] 
また 、 流 量 と 落差 に よっ て 最適 な 水車 の 型式 を 選定 し ます 。 





ペル トン 水車 (松川 発電 所 ) 











単位 : 千 下 ノ 日 
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工業 用 水道 契約 水量 




















S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 Hl H2 H3 H4 H5 RB6 H7 HS8 H9 HO Hll HI2 HI3 HI4 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 Rl R2 


中 第 一 浄水 場 中 第 三 浄水 場 目 第 二 浄水 場 
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5 計 OS 


